
2023年9月3日号－罫線資料

・P2：当面のポイント

・P3～6：手数料ゼロ・今秋開催予定の東証フォローアップ会議を注視 ＊再び低PBR銘柄に動意か

・P7～11：「5401日本製鉄」「9007小田急」の継続フォロー、「5020ENEOS」追加

・P12～15：中国･上海総合指数の動き、上海B株急落と同時にTOPIX高値更新

・P16～18：指数ETFの戦術（1570日経レバ・1320日経）

・P19～22：米国市場の季節性・米国NASDAQ指数は「グランビルの法則・買2」を待つ局面

・P23～26：米国市場の注意点（金利強含み）・各国指数の動き

■ Sell in May and go away. But remember come back in September.

＊9月27日(水)権利付最終日
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・日柄ポイント➡P21
9/8(金)  －日本メジャーSQ（9/6-SQ週魔の水曜日）
9/13(水)－米国CPI
9/15(金)－米国メジャーSQ

・市場の温度計（騰落レシオ）
NYSE市場（83%➡92%）NASDQ市場（81％➡91％）＊ボトムアウト傾向。➡P19

    東京市場（121％） ➡P16

・日経平均の価格ポイント
8月18日安値（31275円）が下値水準に➡P16

■ 当面のポイント

①「相場は相場に聞け」の姿勢を堅持する。
強気・弱気なニュースや記事は余計なバイアスをもたらす。市場の値動きに従う。

② 一発のタイミングを狙わない、時間分散
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■ 需給の地殻変動を促す個別企業の努力
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■ 世代別 市場プレーヤーの投資マインド
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次回のフォローアップ会議の予定は公表されていない。
これまでは、フォローアップ会議前日に東証 webページに公表されることが多い。

当面は、東証からの情報発信を注視。

■ 今秋予定の東証フォローアップ会議開催に注目 ＊再び、低PBR銘柄に注目も
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■ 話題-9月7日（木） アクティブETF上場

Ex)5401日本製鉄

Ex)6971京セラ

＊低PBR銘柄の改善傾向
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■ 5401日本製鉄－大局的には4000円水準超えを目標 ＊4000円でもPBR0.9倍台水準

長期の対数ﾁｬｰﾄで節目を確認

「割安銘柄」の代表
株価：3506 円
配当利回り：4.27％
PBR：0.77倍
ROE：10.0％（24/3）
＊2023.9.1時点

目標株価：4000円（大和証券アナリスト）
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■ 5401日本製鉄の4000円台を目指す動きは継続

一時的にROEの方向性が悪化するが、8％超を維持

ROE推移：16.5％(23/3)→10.0％(24/3)→11.9％(25/3)
＊ROE 8％超からPBR改善強まる傾向

3500円水準

PBR1倍水準
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■ 5020 ENEOS－月足での節目600円水準

長期の対数ﾁｬｰﾄで節目を確認 株価：556.5 円
配当利回り：4.29％
PBR：0.58倍
ROE：6.2％（24/3）
＊2023.9.1時点
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■ 5020 ENEOS  PBR0.65倍水準＝623円、株価は600円の節目を意識する展開を期待

PBR0.65倍水準

600円水準
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＊52週線（＝1年）

コロナ危機安値

グランビルの法則の「買2」

■ 9007 小田急の見方（グランビルの法則での位置）



122023.9.3－資料（罫線資料版）

■ 中国・上海総合指数の動き-「正しく恐れる」

ﾒﾃﾞｨｱに振らされない
「相場は相場に聞け」のスタンスを堅持
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ｲﾝﾄﾞ関連銘柄 中国関連銘柄

■ 中国懸念は中国関連銘柄には影響がみられる－「相場は相場に聞け」の投資姿勢を堅持
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■ 中国・上海B株急落、一方でTOPIXは33年ぶり高値更新－「相場は相場に聞け」の投資姿勢を堅持
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■ 「需給面」での大局観－市場資金の脱中国
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日経平均（日足）

騰落レシオ（25日）

121％（9/1）

大
納
会

80％水準

＊200日線 日々上昇傾向

25日線

75日線

12/29

米C
P

I

9/13

権
利
付
最
終
日
9/27

(6/19)
33772

31275
(8/18)

6/19高値➡8/18安値
日柄：42日経過
▲2497円・▲4.7％

■ 日経平均株価の調整 （値幅・騰落レシオのボトム）－現在でのメイン想定

120％水準

1.「勝負事」か「投資事」か？
2.「投下金額」は？
3.「何回」に分けて？
4.「どの水準」に指値を入れてゆく

＊対象：1570日経レバレッジETFor 1320 日経225ETF一足一刀の間境局面
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■ 日経平均株価の調整－C.旗型のﾁｬｰﾄﾊﾟﾀｰﾝを形成

＊200日線（＝1年）

200MAとの乖離幅縮小

＊200日線（＝1年）
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■ ｱﾍﾞﾉﾐｸｽ相場以降 日経平均株価は「抵抗➡支持」の動きを繰り返してきた

＊3万円水準は「抵抗」から「支持」に
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■ NYSE市場・NASDAQ市場 共に騰落レシオ(25日)は80％水準到達し、ボトムアウト傾向に

＊NASDAQ市場
・騰落レシオ＝91％水準80％水準

80％水準

NYダウ（日足）

NASDAQ（日足）

＊200日線

＊200日線

＊NYSE市場
・騰落レシオ＝92％水準
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■ 米国市場－季節性

＊2023.8.2－産経新聞

市場への影響度➡「材料」＋「株価水準」

＊2023.8.9－日経新聞

＊2023.8.18－日経新聞



212023.9.3－資料（罫線資料版）

季節性

■ 2023年9月スケジュール
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主力個別株

季節性

史上最高値更新後、
日柄3ヵ月程度、
52週(＝1年)線水準まで調整

先行銘柄のｷｬﾀﾋﾟﾗｰ

再度、史上最高値更新

グランビルの法則の「売4」➡「買2」を待つ

■ 米国市場－主力ハイテク株は52週線（＝1年MA）を意識した調整局面

指数の動き
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■ インフレ警戒感は残存－９月13日（水）発表の米8月CPIは警戒

*米 CPIのﾍﾞｰｽ効果がなくなってくる中で、
WTI原油の騰勢が強まることに注意

コロナ危機安値
＊52週線（＝1年）

インフレ低下シナリオ崩れる可能性に注意
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*米 CPI（前年同月比）

■ CRB指数・WTI原油 *米 CPIのﾍﾞｰｽ効果がなくなってくる中で、WTI原油の騰勢が強まることに注意

＊ｴﾙﾆｰﾆｮ現象
＊ｲﾝﾄﾞｺﾒ輸出禁止

➡食料ｲﾝﾌﾚ懸念
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コロナ危機安値

＊52週線（＝1年）
コロナ危機安値

＊52週線（＝1年）

＊52週線（＝1年）
コロナ危機安値

■ 先進国 各指数 ＊米国市場は切り返しの動き。TOPIXは高値更新
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現在の市場心理は？
「振り子」の位置・方向性を意識する

悲観 楽観

■ 市場マインドは「楽観」トレンド➡「悲観」トレンドへ転換。
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